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AIを活用した生物名前判定システムを搭載した
いきものコレクションアプリ「バイオーム」を開発

　当社は2017（平成29）年、「生物多
様性の保全を社会の当然にするこ
と」を志して起業しました。その原点
となっているのは、私が小学生時代、
昆虫採集や魚釣りを通して抱いた
「生態系が崩れている」という実感で
す。次第に、「いかに守るのか」という
ことに興味を持つようになりました。

　環境や生態系を守るためには、どのようなことをすればどの
ような影響を与えるのかを把握する必要があります。今はそれ
がわからないため、行動や活動の是非を判断することができな
いわけですが、もし影響や結果がデータとして見えるものにな
れば指針とすることが可能となります。
　そうした思いから私は京都大学在籍中の6年間、衛星画像を
使って動植物の生息分布などを定量化するという研究に取り
組みました。具体的には、ボルネオでの約2年半にわたる現地
調査で得たデータをもとに、衛星画像に写っているボルネオの
“緑”がどのような生態系を示しているのかを分析し、衛星画像
と実態をつなぐというものです。
　ところがボルネオのデータは、ボルネオにしか適用できませ
ん。かといって、一人で全世界を回ってデータを集めることは
不可能です。そこで分散型の観測拠点になるものとして目をつ
けたのが、世界中に散らばっている
スマホをはじめとするモバイル端
末。多くの人にモバイル端末を使っ
て楽しみながら生物を観察・撮影し
てもらうことで、さまざまな地域に
生息する多様な生物の情報のデー
タベース化につなげることを目的
とし、京都産業21の支援を得て、い
きものコレクションアプリ「バイオー
ム」を開発しました。

生物ビッグデータの構築・活用により
環境保全を経済活動に内在化させたい
　「バイオーム」の最大の特徴は、AIを用いた生物名前判定シ
ステムを搭載している点にあります。このアプリを使えば、ユー
ザーは撮影した生物の名前を知ることができ、コレクションとし
てその画像を蓄積することができます。また、写真をアプリに
投稿すれば、「みんなの図鑑」といったコンテンツに掲載され、
ユーザー同士の交流を楽しむことも可能です。一方、当社は膨

大な投稿データを分析することで、外来種の駆除を検討する自
治体に有益な情報を提供するなど、ビジネスとして環境保全活
動を推進しています。
　2019（平成31）年4月のアプリ始動後、約12万人のユー
ザーから、約30万件の生物データを集めることに成功しまし
た。また2020（令和2）年春、鉄道会社3社とのコラボレーショ
ンにより、「バイオーム」を使って自分の住む地域でテーマに
沿った生物探しに挑む全国
規模のイベントを開催したこ
とで、アプリの認知度が大幅
に向上。同年9月には累計約
20万ダウンロードを超えま
した。
　将来的には、「バイオーム」
を通じて得た生物情報を活
用して、天気予報の生物版を
発信したいという思いがあり
ます。まだテスト段階ではあ
りますが、「今年はこの地域でこの時期に害虫が発生する」と
いった情報提供により、各産業を支えていけるようになると考
えています。その実現にはもっと多くのデータが必要ですか
ら、まずは国内100万ダウンロード突破を目標に、今後も企業
と協業し、大規模なイベントを積極的に実施していく予定です。
　並行して、現在「バイオーム」の世界展開に向けて準備を進
めているところです。最終的に目指すのは、生態系を維持・管理
できる社会を実現すること。たとえば、当社が「ここにこの施設
を作れば、周辺環境にどのような影響を及ぼし、5年後にはどう
なるのか」といったシミュレーションの結果を明示できる存在と
なり、環境保全を大前提にビジネスを展開することが当たり前
の社会を作りたいのです。
　このたび、令和2年度「企業の森・産学の森」推進事業におい
て、「生物の名前判定AIと生物分布ビッグデータを用いた新産
業の創出」のテーマで採択いただきました。こうした支援を力
に、世界各地の企業や行政がSDGsについて迷った時、サポー
ト役として当社を真っ先に思い浮かべていただけるような日が
訪れるよう努めていきたいと思っています。

Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／藤木 庄五郎
●所　在　地／本　社 ： 京都市下京区中堂寺南町134番地 ASTEMビル8階
　　　　　　　事業所 ： 京都市下京区綾堀川町296 四条堀川ビル7階
●電　　　話／075-432-7622
●創　　　業／2017（平成29）年5月
●事 業 内 容／生物情報アプリ開発・運営、生物情報可視化システムの提供、
　　　　　　　環境コンサルティング

株式会社バイオーム
https://biome.co.jp/

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 産学公住連携グループ　TEL：075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

代表取締役　藤木 庄五郎 氏

生態系を持続的に維持していける社会の実現を目指して

「次世代地域産業推進事業」活用企業紹介
平成30年度「次世代地域産業推進事業」を活用された株式会社バイオームの代表取締役　藤木 庄五郎氏に、生物ビッグデータの
構築・活用により環境保全を経済活動に内在化させる取り組みやビジョンについてお話を伺いました。

取  材

国内で累計20万ダウンロード
（2020年9月現在）を突破した、
いきものコレクションアプリ「バ
イオーム」

2020年3～5月、鉄道会社との協業で実
施した、「バイオーム」を活用した生物イ
ベントの様子。博物館や水族館をはじめ
とする約60施設とコラボレーションし、
全国規模の「リアルいきもの探しゲー
ム」が展開された。

AI(人工知能)について
　「AI」と聞くと近未来的な何かを想像される方も多いと思い
ますが、現在ではかなり幅広い意味合いが含まれています。例
えば、「時計」といっても高級ブランドの時計から実用性の高い
リーズナブルな時計まであるように、「AI」も大手企業でないと
対応出来ないようなものから、手軽に利用できるものまで多様
化しています。

AI(人工知能)の正体
　今回のゼミナールでは、中小企業が「活用できるAI」を『(過
去のデータから)独自の判断基準を有するソフトウェア』と定義
してAIを紐解いていきたいと思います。
　図１は、ある大学受験直前模擬テストの国語と数学の点数を●
で一人一人プロットした図になります。国語100点、数学100点
の生徒は右上に位置し、両科目0点の生徒は左下に位置します。
　また、図２には〇と×が付いていますが、これは同じ模擬テス
トの得点分布にその後志望校に合格したかどうかを表しており、
〇は合格した人で×は不合格だった人を表しています。実際に
はこんなに綺麗にわかれないと思いますが、直前模擬テストの
点数からどの辺りが志望校合否の境目でしょうか？
　図３のような境界線(合否のライン)が思い浮かんだのではな
いでしょうか？この境界線より上の人が合格しており、下の人が
不合格となっています。大まかに表すとこの境界線が志望校の
合否を予測する「判断基準」です。

　この境界線は直線なので、実は数式で書き表すことができま
す。したがってコンピュータで計算することも可能です。さらに
AIが「学習」するとは、この合格ラインのような判断基準を数学
的に微調整しながら決めていく作業に該当します。中学生の頃

に学んだ「切片や傾き」の値を少しずつ変えていきながら最適
な合格ラインを探します。（図4）
　このように、過去のデータから合格ラインという判断基準を
持つソフトウェアを、世間では合格予測をする「AI」と呼んでい
ます。（図5）
　また、売上を予測する場合などは、一番フィットする直線や曲
線を判断基準にします。そしてその基準をもとに「気温が30℃
の時は売上○○円です」と予測をします。今回は一番分かりや
すい単純な例を挙げていますが、複雑になっても基本的には同
じことをしています。（図6）

AIがITツールとして活躍する場面
　中小企業がAIを活用しやすい場面として「入力作業や確認
作業」が挙げられます。入力作業では、大量の受注伝票を読み
取ってシステムなどに入力、手書き文字を認識してテキスト化
などが挙げられます。また、会議の議事録を音声データから自
動で作成も可能です。確認作業では、顔認識システムを使った
本人確認やレジでの商品確認、検品作業での不良品確認など
はAIが得意とするところです。

まとめ
　中小企業が活用しやすいAIの中身は、「判断基準」を持ったソ
フトウェアです。今まで人が行っていた判断を代わりに行ってく
れるソフトウェアです。ただし、その判断基準は過去のデータを
基に作られます。過去のデータからわからないことはAIにも判
断できません。現在は「人」が行っている過去のデータから分か
る単純な判断作業は、「AI」というITツールに任せてみてはいか
がでしょうか。

中小企業のAI(人工知能)入門

京都府支援拠点コーディネーター　松尾 憲

京都府よろず支援拠点では、府内中小企業者が抱えている売上拡大や資金繰り等の経営課題の解決に向けての
支援、また、新たに創業を考えている方に対して伴走支援を行っています。本よろず支援拠点から、企業経営に関
わる様々な智恵を「よろずゼミナール」としてお届けします。

よろずゼミナール

●お問い合わせ先／ 京都府よろず支援拠点（公財）京都産業２１ お客様相談室　TEL：075-315-8660  E-mail：okyaku@ki21.jp

判断基準
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図4　AIの「学習」イメージ

ここかな？ ここかな？

図5　志望校合格を予測するAI 図6　売上を予測するAI

松尾 憲（まつお さとる） 中小企業診断士・ＩＴコーディネーター
医療機関での勤務を経て、2016年に中小企業診断士登録。
経営計画作成やＩＴ活用などの支援、企業・お店に眠る各種
データから現状を分析し、経営課題を見極めることを得意
としています。また、ホームページからＡＩまで、難しそうな
ITに関してわかりやすく支援を行います。


